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お祝いの言葉 
 

 
 

 

令和８年度茅ヶ崎市優良建設工事表彰を受賞されました皆様に対し、心
からお祝い申し上げます。 
茅ヶ崎市優良建設工事表彰制度は、市内の建設事業者の技術力及び施工

品質の向上等を目的に、平成２５年度に創設され、令和８年度で１４回目
を迎えます。 
今年度につきましても、令和７年度に完成した８７工事のうち、優れた

現場管理や施工技術を有し、他の模範となる２３工事１８社を優良建設工
事として選定しました。 
また、将来の建設業を担う若手・女性技術者の皆様方が、業界発展のた

め、ひいては本市の発展のために引き続きご尽力いただけるよう、他の模
範となる顕著な功績を収められた若手技術者、女性技術者７名を表彰いた
しました。 
建設産業は、平常時のインフラ整備や管理などの社会資本整備の担い手

としてだけでなく、災害時の迅速な復旧・復興など、市民の皆さまの安全
で安心な暮らしを守る地域防災の担い手として、また、地域経済の活性化
を図るために欠かすことのできない基幹産業として、大変重要な役割を果
たしています。 
茅ヶ崎市といたしましても、民間工事が活況なこの時期に、いかに公共

事業に参画していただけるかを念頭におきながら、市内建設事業者の受注
機会の確保の推進や、建設業の魅力向上につながる施策などについて、引
き続きしっかりと取り組んでまいります。 
今後も引き続き、地域を代表する企業、技術者として研鑽を重ねていた

だくとともに、茅ヶ崎市のさらなる発展のために、より一層のお力添えを
賜りますよう申し上げ、お祝いの言葉といたします。 
 

  

 

令和８年１０月 茅ヶ崎市長 佐藤 光 
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１ 優良建設工事一覧表 
 

【最優秀建設工事】                         （敬称略） 

№ 工事の名称 受注者名 監理技術者等※ 

(1) 
茅ヶ崎市環境事業センター粗大ごみ処理施設 

建設工事 

メタウォーター・

亀井・大勝 

特定建設工事共同企業体 

谷部 克俊 

岩井 義敬 

加藤 勝康 

渡邊 秀哉 

 

 

【優良建設工事】                      （評定点順・敬称略） 

№ 工事の名称 受注者名 監理技術者等※ 

(2) 浜園橋橋りょう整備工事（取付道路工）その１ 浅岡建設㈱ 久保田 和之 

(3) 茅ヶ崎ツインウェイヴ地下道屋根改修工事 浅岡建設㈱ 
坂井 哲男 

成澤 叶夢 

(4) 公共下水道事業中島ポンプ場土木耐震化工事 亀井工業㈱ 萩原 伸一 

(5) 市営香川住宅５号棟屋上防水・外壁改修工事 浅岡建設㈱ 高橋 保浩 

(6) 
公共下水道浜竹三丁目地内（雨水）通常７－６

工事 
浅岡建設㈱ 鈴木 勇気 

(7) 松尾川雨水幹線（Ｊ街区）緑道化工事 

(8) 浜園橋橋りょう整備工事（取付道路工）その２ 

浅岡建設㈱ 山井 豪 

(9) 
令和７年度公共下水道事業長寿命化改築更新 

工事（その１） 

(10) 茅ヶ崎漁港（東防波堤）機能保全工事 亀井工業㈱ 江口 雅紀 

(11) 松尾川雨水幹線（Ｋ街区）緑道化工事 ㈱コウケン 福田 竜一 
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№ 工事の名称 受注者名 監理技術者等※ 

(12) 市営香川住宅（簡易２階建て）解体工事 浅岡建設㈱ 神田 淳 

(13) 
松林小学校外３校屋内運動場他空調設備設置

（電気設備）工事 

三恵・荒牧 

特定建設工事共同企業体 

細川 祐人 

荒牧 勝巳 

(14) 円蔵小学校大規模改修（建築）工事（その３） 湘南渡邊㈱ 
渡邊 泰克 

熊切 泰彦 

(15) 
西浜小学校外３校屋内運動場他空調設備設置

（機械設備）工事 

進和・ツヅキ 

特定建設工事共同企業体 

藪内 信之 

都築 和男 

(16) 令和７年度道路照明灯設置工事 ㈱弘電社 武藤 弘樹 

(17) 
西浜小学校外３校屋内運動場他空調設備設置

（電気設備）工事 

弘電社・ 

メイデン 

特定建設工事共同企業体 

廣田 一 

市川 英治 

(18) 令和７年度市道舗装改築更新第２次工事 ㈱五常建設 紺野 麻衣 

(19) 円蔵小学校大規模改修（電気設備）工事 ㈲三恵電設 三枝 真洋 

(20) 公共下水道萩園地内（雨汚水）通常７－１工事 ㈱湘南いざわ 土屋 太郎 

(21) 道の駅周辺改良工事 ㈲湘南クラフト 齋藤 静一郎 

(22) 
公共下水道高田二丁目地内（雨汚水）単独 

７－１工事 
磐梯建設㈱ 櫻庭 一幸 

(23) 
小和田小学校外２校屋内運動場他空調設備設置

（電気設備）工事 

武藤・ 

茅ケ崎東光 

特定建設工事共同企業体 

武藤 充貴 

石塚 利夫 

 

 

※ 主任技術者・監理技術者・現場代理人 
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２ 若手技術者・女性技術者工事一覧表 

 
【若手技術者部門】                     （評定点順・敬称略） 

№ 工事の名称 受注者名 監理技術者等※ 

(1) 茅ヶ崎ツインウェイヴ地下道屋根改修工事 浅岡建設㈱ 成澤 叶夢 

(2) 

公共下水道浜竹三丁目地内（雨水）通常７－６

工事 
浅岡建設㈱ 鈴木 勇気 

松尾川雨水幹線（Ｊ街区）緑道化工事 

(3) 
香川小学校給食調理場大規模改修（機械設備）

工事 
㈱進和 生井 亮 

(4) 
鶴嶺小学校外３校屋内運動場他空調設備設置

（電気設備）工事 

ヤンテック・

神奈川電設 

特定建設工事共同企業体 

松戸 辰矢 

(ヤンテック㈱) 

 

 

 

 

 
【女性技術者部門】                     （評定点順・敬称略） 

№ 工事の名称 受注者名 監理技術者等※ 

(1) 令和７年度市道舗装改築更新第２次工事 ㈱五常建設 紺野 麻衣 

(2) 鶴嶺小学校北棟屋上防水改修工事 湘南渡邊㈱ 上杉 あずさ 

(3) 公共下水道浜須賀地内外管路耐震工事 ㈲上原工務店 上原 蓮美 

 

 

※ 主任技術者・監理技術者・現場代理人 
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３ 優良建設工事表彰概要 
（１）茅ヶ崎市環境事業センター粗大ごみ処理施設建設工事 

担 当 課 建設部 建築課 

工 事 の 名 称 茅ヶ崎市環境事業センター粗大ごみ処理施設建設工事 
工 事 の 場 所 茅ヶ崎市萩園８３６番地（茅ヶ崎市環境事業センター内） 

受 注 者 

( 商 号 又 は 名 称 ) メタウォーター・亀井・大勝特定建設工事共同企業体 

( 代 表 者 名 ) (代表構成員)メタウォーター株式会社横浜営業所 所長 小林 周平  

( 現 場 代 理 人 ) 渡邊 秀哉 

(主任・監理技術者) 谷部 克俊･岩井 義敬(監理) 加藤 勝康(主

任) 

請負金額(最終)  5,241,500,000 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最終) 令和５年９月２２日 から 令和８年３月３１日 

工 事 概 要  

燃やせないごみ及び大型ごみを処理する粗大ごみ処理施設として稼

働していた旧施設の老朽化に伴い、新たな施設を建てたもので、設計

施工一括発注物件として工事を行ったものです。 

構造：鉄骨造 規模：地上３階 延床面積：4,260.40 ㎡ 

推 薦 理 由 
■優れた現場管理・施工

技術、適正な工程管理

で、優れた出来栄え 

■著しく困難な条件を克

服 

□企業の創意工夫等によ

り大幅な工期短縮し、

地域貢献 

□新技術等の活用、省力

化等の創意工夫に努

め、能率向上に成果 

□技術提案、環境保全、

地域貢献及びイメージ

アップ等で模範として

成果 

２年半の長期間に渡る設計施工一括発注案件であり、設計段階では、

要求水準書に基づき設計を進め、市及び関係各課と協議を重ね、真摯

に業務に取り組みました。 

工事は約２年の長期にわたり、施工分担方式による乙型ＪＶで実施

されましたが、代表企業を中心に密な調整を行い、当初の予定どおり

仮使用から完成まで順調に進めました。 

同一敷地内での焼却処理施設及び旧粗大ごみ処理施設が稼働してい

る中での工事でした。旧粗大ごみ処理施設から電源切り替え工事にお

いて、工程の制約等がありましたが、施設職員と密に連絡・調整を図

り、当初の予定通り工事完成に至りました。 

また、ごみ処理施設という特殊な設備を有する建物でしたが、建築

工事とプラント設備工事がスムーズに連携して行われました。 

工事写真（施工状況・完成等） 

  

（南西側外観） （北側外観） 
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（２）浜園橋橋りょう整備工事（取付道路工）その１ 

担 当 課 建設部 道路建設課 

工 事 の 名 称 浜園橋橋りょう整備工事（取付道路工）その１ 
工 事 の 場 所 茅ヶ崎市浜之郷地内外 

受 注 者 

(商号又は名称 ) 浅岡建設株式会社 

( 代 表 者 名 ) 代表取締役 浅岡 康一 

( 現 場 代 理 人 ) 
久保田 和之 

(主任・監理技術者) 

請負金額 (最終 ) 142,847,100 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最 終 ) 令和６年２月２２日 から 令和７年５月３０日 

工  事  概  要 
浜園橋橋りょう整備事業において、新橋への取付道路の整備を

行うものです。 

推 薦 理 由 
■優れた現場管理・施工技術、

適正な工程管理で、優れた出

来栄え 

■著しく困難な条件を克服 

□企業の創意工夫等により大

幅な工期短縮し、地域貢献 

□新技術等の活用、省力化等の

創意工夫に努め、能率向上に

成果 

□技術提案、環境保全、地域貢

献及びイメージアップ等で

模範として成果 

本工事は、有料道路の高架橋が近接し、家屋が密集する厳しい環

境の中で、新橋への取付道路を整備する工事でした。広範囲にわ

たる交通規制が必要な工事でしたが、事前の周知や交通誘導員の

適切な配置により、近隣住民への配慮を行いながら円滑に工事を

進めました。 

施工中に現場打擁壁の鋼管杭支持層の深さが当初設計と一部異

なることが判明しましたが、速やかに再調査を行い、追加資材の

手配など柔軟かつ迅速に対応しました。その結果、大きな工程遅

延もなく無事故で工事を完了させ、新橋の早期供用開始に大きく

貢献しました。 

工事写真（施工状況・完成等） 

  

（主たる部分の施工状況写真①） （完成写真） 

  

（主たる部分の施工状況写真②） （交通規制状況写真） 

 



7 
 

（３）茅ヶ崎ツインウェイヴ地下道屋根改修工事 

担 当 課 建設部 建築課 

工 事 の 名 称 茅ヶ崎ツインウェイヴ地下道屋根改修工事 
工 事 の 場 所 茅ヶ崎市新栄町３番地先～共恵一丁目９番地先 

受 注 者 

(商号又は名称 ) 浅岡建設株式会社 

( 代 表 者 名 ) 代表取締役 浅岡 康一 

( 現 場 代 理 人 ) 成澤 叶夢 

(主任・監理技術者) 坂井 哲男 

請負金額 (最終 ) 282,590,000 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最 終 ) 令和６年９月３０日 から 令和７年８月２５日 

工  事  概  要 
既存施設について老朽化が進んでいることから、屋根、外壁、タ

イル（壁及び床）の改修を行ったものです。 

推 薦 理 由 
■優れた現場管理・施工技術、

適正な工程管理で、優れた出

来栄え 

□著しく困難な条件を克服 

□企業の創意工夫等により大

幅な工期短縮し、地域貢献 

□新技術等の活用、省力化等の

創意工夫に努め、能率向上に

成果 

□技術提案、環境保全、地域貢

献及びイメージアップ等で

模範として成果 

本工事は、１日に多くの方が行き交う地下道での施工でしたが、

仮設計画を計画的に立案するとともに、誘導員を適切に配置し安

全確保に努めました。 

特に地下道通路部分においては、接触事故等がないよう、誘導員

による案内及び仮設照明を設置する等、通行者の安全と利便性に

配慮して施工を行いました。さらに、屋根材や鉄骨等の搬出入は

夜間に実施するなど、近隣への配慮にも努めました。 

工程管理を徹底し、作業手順や施工時間の調整を行うことで、円

滑な施工を実現し、事故や苦情等もなく工事を完成することがで

きました。 

工事写真（施工状況・完成等） 

  
（主たる部分の施工状況写真） （完成写真） 

  

（地下通路仮囲い設置状況写真） （交通誘導員配置状況写真） 

 



8 
 

（４）公共下水道事業中島ポンプ場土木耐震化工事 

担 当 課 下水道河川部 下水道河川管理課 

工 事 の 名 称 公共下水道事業中島ポンプ場土木耐震化工事 
工 事 の 場 所 茅ヶ崎市中島地内 

受 注 者 

(商号又は名称 ) 亀井工業株式会社 

( 代 表 者 名 ) 代表取締役 亀井 信幸 

( 現 場 代 理 人 ) 
萩原 伸一 

(主任・監理技術者) 

請負金額 (最終 ) 135,798,300 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最 終 ) 令和６年１２月１７日 から 令和８年３月１３日 

工  事  概  要 

本工事は、中島地内に建設された中島ポンプ場の施設の耐震化

を図るものであり、あと施工せん断補強工及びコンクリートの増

打ち等を実施することで、施設の耐震性能を確保したものです。 
推 薦 理 由 

□優れた現場管理・施工技術、

適正な工程管理で、優れた出

来栄え 

■著しく困難な条件を克服 

□企業の創意工夫等により大

幅な工期短縮し、地域貢献 

□新技術等の活用、省力化等の

創意工夫に努め、能率向上に

成果 

□技術提案、環境保全、地域貢

献及びイメージアップ等で

模範として成果 

中島ポンプ場は、降雨時に地域の雨水排水を担う重要な施設で

あり、工事期間中においても、排水機能を確保する必要がありま

した。また、敷地内には既存の構造物が存置されていたため、施工

ヤードが著しく制限される現場条件下での施工となりました。 

そのような中、綿密な仮設計画及び効率的かつ安全性に優れた

施工計画を策定し、着実に施工を進めた結果、ポンプ場の稼働に

支障を及ぼすことなく、工事を円滑に完成することができました。 

 

工事写真（施工状況・完成等） 

  

（あと施工せん断補強筋施工状況写真） （あと施工せん断補強筋完成写真） 

  

（コンクリート増打ち工施工状況写真） （コンクリート増打ち工完成写真） 
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（５）市営香川住宅５号棟屋上防水・外壁改修工事 

担 当 課 建設部 建築課 

工 事 の 名 称 市営香川住宅５号棟屋上防水・外壁改修工事 
工 事 の 場 所 茅ヶ崎市香川一丁目１３番 

受 注 者 

(商号又は名称 ) 浅岡建設株式会社 

( 代 表 者 名 ) 代表取締役 浅岡 康一 

( 現 場 代 理 人 ) 
高橋 保浩 

(主任・監理技術者) 

請負金額 (最終 ) 50,585,700 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最 終 ) 令和７年８月５日 から 令和８年１月１４日 

工  事  概  要 

既存施設について老朽化が進んでいることから、屋上防水及び

外壁の改修を行ったものです。 

推 薦 理 由 
■優れた現場管理・施工技術、

適正な工程管理で、優れた出

来栄え 

□著しく困難な条件を克服 

□企業の創意工夫等により大

幅な工期短縮し、地域貢献 

□新技術等の活用、省力化等の

創意工夫に努め、能率向上に

成果 

□技術提案、環境保全、地域貢

献及びイメージアップ等で

模範として成果 

本工事は、居住者が生活を継続する中での施工であり、工程管

理や騒音対策などに細やかな配慮が求められる現場でした。特に

バルコニー部分の施工では、一時的な利用制限が必要となるた

め、住戸ごとの利用可否が分かる資料を作成し、共用部へ定期的

に掲示することで、居住者への丁寧な事前周知を徹底しました。 
 その結果、居住者への丁寧な対応と適切な進捗管理により、工

事期間中の苦情等は発生せず、円滑に工期内で工事を完了するこ

とができました。 

工事写真（施工状況・完成等） 

  
（主たる部分の施工状況写真） （完成写真） 

  

（ベランダ塗膜防水塗布状況写真） （工事のお知らせ掲示） 
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（６）公共下水道浜竹三丁目地内（雨水）通常７－６工事 

担 当 課 下水道河川部 下水道河川建設課 

工 事 の 名 称 公共下水道浜竹三丁目地内（雨水）通常 7-6 工事 

工 事 の 場 所 茅ヶ崎市浜竹三丁目地内 

受 注 者 

(商号又は名称 ) 浅岡建設株式会社 

( 代 表 者 名 ) 代表取締役 浅岡 康一 

( 現 場 代 理 人 ) 
鈴木 勇気 

(主任・監理技術者) 

請負金額 (最終 ) 61,260,100 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最 終 ) 令和７年８月８日 から 令和８年２月２７日 

工  事  概  要 
本工事は、浜竹三丁目地内の浸水軽減を目的として、雨水管（内

径 800mm）を全長約 76m 新設する工事を行ったものです。 

推 薦 理 由 
■優れた現場管理・施工技術、

適正な工程管理で、優れた出

来栄え 

■著しく困難な条件を克服 

□企業の創意工夫等により大

幅な工期短縮し、地域貢献 

□新技術等の活用、省力化等の

創意工夫に努め、能率向上に

成果 

□技術提案、環境保全、地域貢

献及びイメージアップ等で

模範として成果 

本工事は、地下埋設物や架空線が輻輳する狭小な住宅街で、大口

径管（径 800mm）を布設する非常に難しい施工条件でした。車両通

行止め（一部完全通行止め）を伴うため、丁寧な近隣周知と安全管

理を徹底し、円滑に作業を推進しました。 

また、高地下水位の砂層に対応するためウェルポイント工法を

採用しましたが、閑静な住宅街のためポンプ稼働音の影響が懸念

されました。そこで、建屋の設置位置の工夫や、防音性の高い囲い

を設置するなどの環境対策を講じました。 

その結果、多くの制約を克服し、苦情等を最小限に抑え、安全か

つ適切に工事を完成することができました。 

工事写真（施工状況・完成等） 

  
（主たる部分の施工状況写真） （輻輳する埋設管を下越しする施工） 

（組立３号マンホール設置） （ウェルポイントポンプ建屋） 
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（７）松尾川雨水幹線（Ｊ街区）緑道化工事 

担 当 課 経済部 拠点整備課 

工 事 の 名 称 松尾川雨水幹線（Ｊ街区）緑道化工事 
工 事 の 場 所 茅ヶ崎市浜見平地内 

受 注 者 

(商号又は名称 ) 浅岡建設株式会社 

( 代 表 者 名 ) 代表取締役 浅岡 康一 

( 現 場 代 理 人 ) 
鈴木 勇気 

(主任・監理技術者) 

請負金額 (最終 ) 145,143,900 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最 終 ) 令和６年７月２５日 から 令和７年７月３１日 

工  事  概  要 

浜見平地区の外周に位置する松尾川雨水幹線において、浜見平

地区まちづくり計画に基づき、歩行者の安全性及び快適性に配慮

した緑道整備（L=354m）を行ったものです。 

推 薦 理 由 
■優れた現場管理・施工技術、

適正な工程管理で、優れた出

来栄え 

□著しく困難な条件を克服 

□企業の創意工夫等により大

幅な工期短縮し、地域貢献 

□新技術等の活用、省力化等の

創意工夫に努め、能率向上に

成果 

■技術提案、環境保全、地域貢

献及びイメージアップ等で

模範として成果 

今回工事は、既設水路上部を緑道化する工事であり、複数の住宅

が面していることや現道幅員が狭い状況での施工でしたが、安全

管理に努め、事故無く工事を完成することができました。 

また、本地区は特別景観まちづくり地区であり、特に景観に配慮

した仕上がりが求められる現場でしたが、設計コンセプトを理解

し、歩道部のインターロッキングブロックや植樹ブロックの配置

に注意を払いながら施工を行いました。 

さらに、沿線住民との調整を図り、車道部の施工において、民地

と道路の段差を解消した仕上がりにする等、周辺に配慮した施工

に努めました。 

工事写真（施工状況・完成等） 

  

 

（インターロッキングブロック施工状況写真） 
 

（主たる部分の施工状況写真） 

 

 

（完成写真①） （完成写真②） 
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（８）浜園橋橋りょう整備工事（取付道路工）その２ 

担 当 課 建設部 道路建設課 

工 事 の 名 称 浜園橋橋りょう整備工事（取付道路工）その２ 
工 事 の 場 所 茅ヶ崎市浜之郷地内外 

受 注 者 

(商号又は名称 ) 浅岡建設株式会社 

( 代 表 者 名 ) 代表取締役 浅岡 康一 

( 現 場 代 理 人 ) 
山井 豪 

(主任・監理技術者) 

請負金額 (最終 ) 74,068,500 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最 終 ) 令和６年３月２５日 から 令和７年５月３０日 

工  事  概  要 
浜園橋橋りょう整備事業において、新橋への取付道路の整備を

行うものです。 

推 薦 理 由 
■優れた現場管理・施工技術、

適正な工程管理で、優れた出

来栄え 

■著しく困難な条件を克服 

□企業の創意工夫等により大

幅な工期短縮し、地域貢献 

□新技術等の活用、省力化等の

創意工夫に努め、能率向上に

成果 

□技術提案、環境保全、地域貢

献及びイメージアップ等で

模範として成果 

本工事は、有料道路の高架橋が近接し、家屋が密集する厳しい環

境の中で、新橋への取付道路を整備する工事でした。広範囲にわ

たる交通規制が必要な工事でしたが、事前の周知や交通誘導員の

適切な配置により、近隣住民への配慮を行いながら円滑に工事を

進めました。 

橋面の舗装工事では、通常の舗装とは異なる特殊な材料を用い

ましたが、材料の選定や施工計画の立案において、優れた技術力

を発揮しました。その結果、大きな工程遅延もなく無事故で工事

を完了させ、新橋の早期供用開始に貢献しました。 

工事写真（施工状況・完成等） 

  

（主たる部分の施工状況写真） （完成写真） 

  

（橋面舗装施工状況写真） （交通規制状況写真） 
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（９）令和７年度公共下水道事業長寿命化改築更新工事（その１） 

担 当 課 下水道河川部 下水道河川管理課 

工 事 の 名 称 令和７年度公共下水道事業長寿命化改築更新工事（その１） 
工 事 の 場 所 茅ヶ崎市元町地内外 

受 注 者 

(商号又は名称 ) 浅岡建設株式会社 

( 代 表 者 名 ) 代表取締役 浅岡 康一 

( 現 場 代 理 人 ) 
山井 豪 

(主任・監理技術者) 

請負金額 (最終 ) 80,595,900 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最 終 ) 令和７年６月１１日 から 令和８年１月１６日 

工  事  概  要 

元町地内外において、ストックマネジメント計画に基づき、老朽

化した本管の内面被覆更生を 441m、取付管の内面被覆更生を３７

箇所、マンホール蓋の取替えを２１箇所行ったものです。 

推 薦 理 由 
■優れた現場管理・施工技術、

適正な工程管理で、優れた出

来栄え 

□著しく困難な条件を克服 

□企業の創意工夫等により大

幅な工期短縮し、地域貢献 

□新技術等の活用、省力化等の

創意工夫に努め、能率向上に

成果 

□技術提案、環境保全、地域貢

献及びイメージアップ等で

模範として成果 

本工事は、施工箇所が点在しているうえ、交通量が多い箇所、幅

が狭い道路や車の通れない袋小路という極めて厳しい環境下の非

常に難しい現場でした。交通量の多い箇所では、広範囲にわたる

交通規制を実施するとともに、迂回路の設定が困難な箇所につい

ては、各現場の状況を十分に把握したうえで、住民への細やかな

配慮により、最後まで大きなトラブルなく、円滑に工事を完了す

ることができました。 

工事写真（施工状況・完成等） 

  

（本管更生施工状況写真） （本管更生完成写真） 

  

（狭あいな箇所での施工状況写真） （交通量の多い箇所での施工状況写真） 
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（10）茅ヶ崎漁港（東防波堤）機能保全工事 

担 当 課 経済部 農業水産課 

工 事 の 名 称 茅ヶ崎漁港（東防波堤）機能保全工事 
工 事 の 場 所 茅ヶ崎市南湖四丁目地内 

受 注 者 

(商号又は名称 ) 亀井工業株式会社 

( 代 表 者 名 ) 代表取締役 亀井 信幸 

( 現 場 代 理 人 ) 
江口 雅紀 

(主任・監理技術者) 

請負金額 (最終 ) 129,600,900 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最 終 ) 令和６年９月１７日 から 令和７年５月３０日 

工  事  概  要 

本工事は茅ヶ崎漁港において、機能保全計画に基づき防波堤の

長寿命化を図るため、防波堤の鋼矢板の老朽化対策として電気防

食及び被覆防食を実施するものです。 

推 薦 理 由 
■優れた現場管理・施工技術、

適正な工程管理で、優れた出

来栄え 

□著しく困難な条件を克服 

□企業の創意工夫等により大

幅な工期短縮し、地域貢献 

□新技術等の活用、省力化等の

創意工夫に努め、能率向上に

成果 

□技術提案、環境保全、地域貢

献及びイメージアップ等で

模範として成果 

消波ブロックの撤去復旧について、作業船の選定、手配、検討を

行ったため、着手が遅れたものの、平行して地域や漁業者への説

明を行いトラブル防止に努めました。品質・安全に配慮しながら

施工全般に発生する課題に対して速やかに対応し、工期内の完成

を達成しました。 

工事写真（施工状況・完成等） 

  

（既設消波ブロック撤去施工状況写真） （被覆防食工施工完了写真） 

  

（電気防食工施工完了写真） （完成写真） 



15 
 

（11）松尾川雨水幹線（Ｋ街区）緑道化工事 

担 当 課 経済部 拠点整備課 

工 事 の 名 称 松尾川雨水幹線（Ｋ街区）緑道化工事 
工 事 の 場 所 茅ヶ崎市浜見平地内 

受 注 者 

(商号又は名称 ) 株式会社コウケン 

( 代 表 者 名 ) 代表取締役 福田 竜一 

( 現 場 代 理 人 ) 
福田 竜一 

(主任・監理技術者) 

請負金額 (最終 ) 96,098,200 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最 終 ) 令和７年８月５日 から 令和８年３月１８日 

工  事  概  要 

浜見平地区の外周に位置する松尾川雨水幹線において、浜見平

地区まちづくり計画に基づき、歩行者の安全性及び快適性に配慮

した緑道を約 250m 整備したものです。 

推 薦 理 由 
■優れた現場管理・施工技術、

適正な工程管理で、優れた出

来栄え 

■著しく困難な条件を克服 

□企業の創意工夫等により大

幅な工期短縮し、地域貢献 

□新技術等の活用、省力化等の

創意工夫に努め、能率向上に

成果 

□技術提案、環境保全、地域貢

献及びイメージアップ等で

模範として成果 

今回工事は、既設水路上部を緑道化する工事であり、沿線に複数

の住宅や近隣商店に面した区間でしたが、安全管理に努め、事故

無く工事を完成することができました。 

また、本地区は特別景観まちづくり地区であり、特に景観に配慮

した仕上がりが求められる現場でしたが、設計コンセプトを理解

し、歩道部のインターロッキングブロックや植樹ブロックの配置

に注意を払いながら施工を行いました。 

さらに、隣接地では開発工事が行われており、境界部の施工にお

いて、工程調整や施工調整を行うことで円滑に工事の進捗が図れ

るよう努めました。 

工事写真（施工状況・完成等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（インターロッキングブロック施工状況写真） （主たる部分の施工状況写真） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（完成写真①） （完成写真②） 



16 
 

（12）市営香川住宅（簡易２階建て）解体工事 

担 当 課 建設部 建築課 

工 事 の 名 称 市営香川住宅（簡易２階建て）解体工事 
工 事 の 場 所 茅ヶ崎市香川一丁目２５１番４ 

受 注 者 

(商号又は名称 ) 浅岡建設株式会社 

( 代 表 者 名 ) 代表取締役 浅岡 康一 

( 現 場 代 理 人 ) 
神田 淳 

(主任・監理技術者) 

請負金額 (最終 ) 81,881,800 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最 終 ) 令和７年９月１６日 から 令和８年３月１３日 

工  事  概  要 

昭和４１年及び４２年に建設された、市営香川住宅（簡易２階建

て）の１号棟から４号棟までの建物及び、付帯設備等の解体・撤去

を行ったものです。 

推 薦 理 由 
■優れた現場管理・施工技術、

適正な工程管理で、優れた出

来栄え 

□著しく困難な条件を克服 

□企業の創意工夫等により大

幅な工期短縮し、地域貢献 

□新技術等の活用、省力化等の

創意工夫に努め、能率向上に

成果 

□技術提案、環境保全、地域貢

献及びイメージアップ等で

模範として成果 

本工事は、住宅に囲まれた敷地内での施工であり、振動や騒音な

ど近隣住民への細心の注意が求められる条件下での解体工事でし

たが、苦情もなく無事に工事を完遂しました。 

また、解体対象建物からアスベストが検出されたため、解体作業

に際しては、適切な飛散防止対策を実施するとともに、イオン化

式煙感知器調査や小型充電式電池調査など各種調査・測定を積極

的に行い、問題がないか逐一確認しました。加えて、重機の搬入出

においては、移動経路が狭かったため、十分な安全対策のもと慎

重に作業を進め、周辺住民への周知徹底に努めました。 

工事写真（施工状況・完成等） 

  

（主たる部分の施工状況写真） （完成写真） 

  

（交通誘導員配置状況写真） （小型充電式電池調査） 
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（13）松林小学校外３校屋内運動場他空調設備設置（電気設備）工事 

担 当 課 教育総務部 教育施設課 

工 事 の 名 称 松林小学校外３校屋内運動場他空調設備設置（電気設備）工事 
工 事 の 場 所 茅ヶ崎市菱沼一丁目１番１号外３箇所 

受 注 者 

(商号又は名称 ) 三恵・荒牧特定建設工事共同企業体 

( 代 表 者 名 ) 代表者 有限会社三恵電設 代表取締役 今泉 進  

( 現 場 代 理 人 ) 細川 祐人 

(主任・監理技術者) 細川 祐人（監理） 荒牧 勝巳（主任） 

請負金額 (最終 ) 379,500,000 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最 終 ) 令和７年６月２６日 から 令和８年３月６日 

工  事  概  要 

熱中症を予防し学びやすい環境を整えるとともに、災害時にお

ける避難所機能の強化を目的に、屋内運動場や特別教室のエアコ

ンへの電源及び非常用発電機を設置する工事を行ったものです。 

推 薦 理 由 
■優れた現場管理・施工技術、

適正な工程管理で、優れた出

来栄え 

□著しく困難な条件を克服 

□企業の創意工夫等により大

幅な工期短縮し、地域貢献 

□新技術等の活用、省力化等の

創意工夫に努め、能率向上に

成果 

□技術提案、環境保全、地域貢

献及びイメージアップ等で

模範として成果 

本工事は、小学校４校を対象として実施したものであり、施設の

性格上、児童の安全確保に特に配慮した施工が求められる現場で

した。学校側と綿密に調整を行いながら施工を進めた結果、児童

や学校運営に影響を及ぼすことなく、工事を完成させました。 

特に香川小学校では、別工事で給食場の大規模改修が行われて

おり、受変電設備の改修等に伴う各種調整が必要でしたが、関係

者との積極的な協議の結果、問題なく工事を完了することができ

ました。 

工事写真（施工状況・完成等） 

  

（主たる部分の施工状況写真） （完成写真） 

  

（ハンドホール据付状況写真） （発電機搬入・据付状況写真） 
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（14）円蔵小学校大規模改修（建築）工事（その３） 

担 当 課 教育総務部 教育施設課 

工 事 の 名 称 円蔵小学校大規模改修（建築）工事（その３） 

工 事 の 場 所 茅ヶ崎市円蔵一丁目１３番１号 

受 注 者 

(商号又は名称 ) 湘南渡邊株式会社 

( 代 表 者 名 ) 代表取締役 渡邊 泰克 

( 現 場 代 理 人 ) 熊切 泰彦 

(主任・監理技術者) 渡邊 泰克 

請負金額 (最終 ) 234,648,700 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最 終 ) 令和７年３月２４日 から 令和８年１月９日 

工  事  概  要 

円蔵小学校西棟及び中棟は、竣工から４９年が経過しているこ

とから、「茅ヶ崎市教育施設再整備基本計画」に基づき、校舎内部

の大規模改修を行ったものです。 

推 薦 理 由 
■優れた現場管理・施工技術、

適正な工程管理で、優れた出

来栄え 

□著しく困難な条件を克服 

□企業の創意工夫等により大

幅な工期短縮し、地域貢献 

□新技術等の活用、省力化等の

創意工夫に努め、能率向上に

成果 

■技術提案、環境保全、地域貢

献及びイメージアップ等で

模範として成果 

本工事は、西棟・中棟の全面改修工事で、夏休み期間中に職員

室、校長室等の管理諸室及び普通教室の改修を完了させる必要が

ありました。事前調査や施工準備、関係業者間及び学校との綿密

な調整により、夏休み期間内に予定通り施工を完了しました。ま

た、夏休み期間外の工事も、児童が在校する中で安全管理や学校

運営への配慮を徹底し、問題なく完了することができました。 

 さらに、生徒を対象に工事内容や建設業の役割について説明す

る機会を設け、地域貢献や建設業のイメージアップに積極的に取

り組み、地域との良好な関係構築に寄与しました。 

工事写真（施工状況・完成等） 

  

（スクールパーティション取付） （完成写真） 

  

（現場における業者間の調整） （地域貢献（生徒職場体験）） 
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（15）西浜小学校外３校屋内運動場他空調設備設置（機械設備）工事 

担 当 課 教育総務部 教育施設課 

工 事 の 名 称 西浜小学校外３校屋内運動場他空調設備設置（機械設備）工事 
工 事 の 場 所 茅ヶ崎市南湖六丁目５番８号外３箇所 

受 注 者 

(商号又は名称 ) 進和・ツヅキ特定建設工事共同企業体 

( 代 表 者 名 ) 代表者 株式会社進和 代表取締役 生井正美 

( 現 場 代 理 人 ) 藪内 信之 

(主任・監理技術者) 藪内 信之（監理） 都築 和男（監理） 

請負金額 (最終 ) 315,876,000 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最 終 ) 令和７年６月２６日 から 令和８年３月６日 

工  事  概  要 

熱中症を予防し学びやすい環境を整えるとともに、災害時にお

ける避難所機能の強化を目的に、屋内運動場や特別教室にエアコ

ンを設置する工事を行ったものです。 

推 薦 理 由 
■優れた現場管理・施工技術、

適正な工程管理で、優れた出

来栄え 

□著しく困難な条件を克服 

□企業の創意工夫等により大

幅な工期短縮し、地域貢献 

□新技術等の活用、省力化等の

創意工夫に努め、能率向上に

成果 

□技術提案、環境保全、地域貢

献及びイメージアップ等で

模範として成果 

本工事は、児童の安全確保や学校運営への影響に十分配慮しな

がら施工を行う必要があり、安全管理及び工程調整に特に配慮が

求められる工事でした。 

そのような中、綿密な工程管理のもと、学校側や関連工事との調

整を適切に行いながら施工を進め、学校運営への影響を最小限に

抑えました。 

また、施工中に突発的な対応が必要となった際にも、柔軟かつ迅

速に対応し、安全の確保と円滑な工事進行に大きく貢献しました。 

工事写真（施工状況・完成等） 

  

（主たる部分の施工状況写真） （屋内運動場完成写真） 

 
 

（電線・信号線接続状況写真） （特別教室完成写真） 
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（16）令和７年度道路照明灯設置工事 

担 当 課 建設部 道路管理課 

工 事 の 名 称 令和７年度道路照明灯設置工事 

工 事 の 場 所 茅ヶ崎市芹沢地内外 

受 注 者 

(商号又は名称 ) 株式会社 弘電社 

( 代 表 者 名 ) 代表取締役 武藤 博明 

( 現 場 代 理 人 ) 
武藤 弘樹 

(主任・監理技術者) 

請負金額 (最終 ) 55,350,900 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最 終 ) 令和７年９月１６日 から 令和８年３月１３日 

工  事  概  要 
本工事は、市内一円の道路照明灯約９０箇所を LED 化へ更新す

る工事を行ったものです。 

推 薦 理 由 
□優れた現場管理・施工技術、

適正な工程管理で、優れた出

来栄え 

□著しく困難な条件を克服 

■企業の創意工夫等により大

幅な工期短縮し、地域貢献 

□新技術等の活用、省力化等の

創意工夫に努め、能率向上に

成果 

□技術提案、環境保全、地域貢

献及びイメージアップ等で

模範として成果 

本工事は、市内広範囲に点在する道路照明灯約９０箇所の LED
化であり、移動効率の向上が課題でした。事前の現地調査を徹底

し、単独柱や共架など異なる仕様や交通環境を正確に把握しまし

た。その上で、日ごとの最適ルートや施工順位を設定し、丁寧な近

隣周知を行いました。 
さらに、現場作業時間を短縮するため、自社拠点で配線や器具の

事前組み立てを行う創意工夫を実践し、一工程で確実な施工を実

現しました。交通支障や住民の日常生活への影響を最小限に抑え、

期間中、苦情なく円滑に工事を完成させることができました。 

工事写真（施工状況・完成等） 

  

（主たる部分の施工状況写真） （完成写真） 

  

（既設灯具撤去状況） （灯具交換状況） 
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（17）西浜小学校外３校屋内運動場他空調設備設置（電気設備）工事 

担 当 課 教育総務部 教育施設課 

工 事 の 名 称 西浜小学校外３校屋内運動場他空調設備設置(電気設備)工事 
工 事 の 場 所 茅ヶ崎市南湖六丁目５番８号外３箇所 

受 注 者 

(商号又は名称 ) 弘電社・メイデン特定建設工事共同企業体 

( 代 表 者 名 ) 代表者 株式会社弘電社 代表取締役 武藤 博明 

( 現 場 代 理 人 ) 廣田 一 

(主任・監理技術者) 廣田 一（監理） 市川 英治（監理） 

請負金額 (最終 ) 327,800,000 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最 終 ) 令和７年６月２６日 から 令和８年３月６日 

工  事  概  要 

熱中症を予防し学びやすい環境を整えるとともに、災害時にお

ける避難所機能の強化を目的に、屋内運動場や特別教室のエアコ

ンへの電源及び非常用発電機を設置する工事を行ったものです。 

推 薦 理 由 
■優れた現場管理・施工技術、

適正な工程管理で、優れた出

来栄え 

□著しく困難な条件を克服 

□企業の創意工夫等により大

幅な工期短縮し、地域貢献 

□新技術等の活用、省力化等の

創意工夫に努め、能率向上に

成果 

□技術提案、環境保全、地域貢

献及びイメージアップ等で

模範として成果 

本工事は、施設の性格上、児童等の安全確保や停電工事に伴う学

校運営への影響に十分配慮しながら施工を行う必要があり、安全

管理面に特に配慮が求められる工事でした。 

そのような中、学校側と綿密に調整を行いながら施工を進めた

結果、児童等への影響や学校運営への支障を生じさせることなく、

工事を完成させました。 

工事写真（施工状況・完成等） 

  

（主たる部分の施工状況写真） （完成写真） 

  

（ケーブル布設状況写真） （キュービクル搬入・据付状況写真） 
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（18）令和７年度市道舗装改築更新第２次工事 

担 当 課 建設部 道路管理課 

工 事 の 名 称 令和７年度市道舗装改築更新第２次工事 
工 事 の 場 所 茅ヶ崎市行谷地内外 

受 注 者 

(商号又は名称 ) 株式会社五常建設 

( 代 表 者 名 ) 代表取締役 小川 純子 

( 現 場 代 理 人 ) 
紺野 麻衣 

(主任・監理技術者) 

請負金額 (最終 ) 77,259,600 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最 終 ) 令和７年８月８日 から 令和８年１月３０日 

工  事  概  要 

本工事は、市道 8048 号線（行谷地区、施工延長 459m、施工面積

3013.65 ㎡）、市道 0110 号線（赤羽根地区、施工延長 192m、施工

面積 1203.87 ㎡）の舗装改築更新工事を行いました。 

推 薦 理 由 
■優れた現場管理・施工技術、

適正な工程管理で、優れた出

来栄え 

□著しく困難な条件を克服 

□企業の創意工夫等により大

幅な工期短縮し、地域貢献 

□新技術等の活用、省力化等の

創意工夫に努め、能率向上に

成果 

■技術提案、環境保全、地域貢

献及びイメージアップ等で

模範として成果 

 本工事の市道 8048 号線（行谷地区）は、大学出入口やバスロー

タリーが接する交通の要衝であり、関係機関との緊密な施工調整

が不可欠でした。大学側と密に連携し、影響を最小限に抑える施

工日時を設定しました。また、バス路線に関わる夜間施工につい

ても、丁寧な事前周知と徹底した騒音・振動対策により苦情なく

完成することができました。 

周辺道路の自主的な路面清掃など地域貢献にも努めました。両

路線の舗装の仕上がりは極めて優秀で、特に打ち継ぎ目部分は、

車両走行時に段差を感じさせないほどの高い施工精度を実現しま

した。 

工事写真（施工状況・完成等） 

  

（主たる部分の施工状況写真） （完成写真） 

 

 

（文教大学出入口付近での施工） （駐車場出入口の通行確保） 
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（19）円蔵小学校大規模改修（電気設備）工事 

担 当 課 教育総務部 教育施設課 

工 事 の 名 称 円蔵小学校大規模改修（電気設備）工事 

工 事 の 場 所 茅ヶ崎市円蔵一丁目１３番１号 

受 注 者 

(商号又は名称 ) 有限会社三恵電設 

( 代 表 者 名 ) 代表取締役 今泉 進 

( 現 場 代 理 人 ) 
三枝 真洋 

(主任・監理技術者) 

請負金額 (最終 ) 116,322,800 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最 終 ) 令和７年４月２８日 から 令和８年１月９日 

工  事  概  要 

円蔵小学校西棟及び中棟は、竣工から４９年が経過しているこ

とから、「茅ヶ崎市教育施設再整備基本計画」に基づき、電気設備

の大規模改修を行ったものです。 

推 薦 理 由 
■優れた現場管理・施工技術、

適正な工程管理で、優れた出

来栄え 

□著しく困難な条件を克服 

□企業の創意工夫等により大

幅な工期短縮し、地域貢献 

□新技術等の活用、省力化等の

創意工夫に努め、能率向上に

成果 

□技術提案、環境保全、地域貢

献及びイメージアップ等で

模範として成果 

本工事は、西棟・中棟の電気設備を改修する工事であり、職員

室、校長室、事務室、保健室などの管理諸室や普通教室の改修を夏

休み期間中に完了させる必要がありました。そのため、事前調査

や施工準備、綿密な工程管理が求められ、関連業者や学校関係者

と入念に調整を行った結果、夏休み中に予定していた施工を完了

することができました。 

さらに、夏休み期間外の工事についても、児童が在校する中で、

安全管理や学校運営への配慮を徹底し、問題なく工事を完了する

ことができました。 

工事写真（施工状況・完成等） 

  

（主たる部分の施工状況写真） （完成写真） 

  

（アスファルト施工状況写真） （照明器具改修状況写真） 
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（20）公共下水道浜竹三丁目地内（雨水）通常６－１工事 

担 当 課 下水道河川部 下水道河川建設課 

工 事 の 名 称 公共下水道萩園地内（雨汚水）通常 7-1 工事 

工 事 の 場 所 茅ヶ崎市萩園地内 

受 注 者 

(商号又は名称 ) 株式会社 湘南いざわ 

( 代 表 者 名 ) 代表取締役 伊澤 敏典 

( 現 場 代 理 人 ) 
土屋 太郎 

(主任・監理技術者) 

請負金額 (最終 ) 80,159,200 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最 終 ) 令和７年６月１７日 から 令和８年２月２０日 

工  事  概  要 

本工事は、萩園地内の浸水軽減を目的として、既設管を撤去し、

新たに雨水管（内径 600mm、350mm、300mm 硬質塩化ビニル管）を全

長 197.1m 新設する工事です。 

また、雨水管布設に支障となる汚水管（内径 250mm 硬質塩化ビ

ニル管）を全長 4.2m 新設するものです。 

推 薦 理 由 
■優れた現場管理・施工技術、

適正な工程管理で、優れた出

来栄え 

□著しく困難な条件を克服 

□企業の創意工夫等により大

幅な工期短縮し、地域貢献 

□新技術等の活用、省力化等の

創意工夫に努め、能率向上に

成果 

□技術提案、環境保全、地域貢

献及びイメージアップ等で

模範として成果 

本工事は、幅員 4.0m 以下の狭あい道路での施工のため車両通行

止めが必要でしたが、出入口が 1 か所のみの袋小路であり、工事

施工期間中は 100 軒以上の住民が車両の出入りができない状況で

した。 

仮設駐車場の利用については、工事前説明会の段階から利用方

法や防犯面等に関して住民から多くの意見・要望が寄せられ、着

工後も住民調整に配慮が求められました。 

このため、施工時間管理を徹底するとともに、車両通行止めの時

間帯・当日の施工箇所を看板に分かりやすく表示するなど、住民

への丁寧な周知に努めました。その結果、近隣住民の不安解消と

信頼関係を、工事を円滑に進めることができました。 

また、汚水管布設においては試掘結果を基に、工期短縮につなが

る施工内容及び効率的な施工手順を立案し、近隣住民に対する汚

水使用制限日数を低減しました。 

施工延長約 200m の工事を、綿密な工程管理と関係機関との調整

により、支障なく工期を短縮し、工事を完成することができまし

た。 

工事写真（施工状況・完成等） 

  
（主たる部分の施工状況写真） （仮設駐車場利用状況） 
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（21）道の駅周辺改良工事 

担 当 課 経済部 産業観光課 

工 事 の 名 称 道の駅周辺改良工事 
工 事 の 場 所 茅ヶ崎市柳島地内 

受 注 者 

(商号又は名称 ) 有限会社湘南クラフト 

( 代 表 者 名 ) 代表取締役 安武 勝 

( 現 場 代 理 人 ) 
齋藤 静一郎 

(主任・監理技術者) 

請負金額 (最終 ) 58,815,900 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最 終 ) 令和７年３月３１日 から 令和７年８月８日 

工  事  概  要 

本工事は、道の駅の整備事業の一環として、柳島ポンプ場の敷地

に臨時駐車場を造成しました。また、市道 0121 号線にはバスベイ

を設置し、柳島スポーツ公園内には視覚に障がいのある方が安全

に歩けるよう点字ブロックを整備しました。 

推 薦 理 由 
■優れた現場管理・施工技術、

適正な工程管理で、優れた出

来栄え 

□著しく困難な条件を克服 

□企業の創意工夫等により大

幅な工期短縮し、地域貢献 

□新技術等の活用、省力化等の

創意工夫に努め、能率向上に

成果 

□技術提案、環境保全、地域貢

献及びイメージアップ等で

模範として成果 

本工事は、柳島ポンプ場の敷地に臨時駐車場を整備し、市道 0121

号線にはバスベイを設置、さらに柳島スポーツ公園に点字ブロッ

クを整備する、多岐に渡る工事です。これらはすべて、道の駅の開

業に合わせて完成させる必要がありました。そのため、施工時期

に制限があり、関係機関との調整も求められる工程管理が難しい

工事でした。 

工事を進めるにあたっては、多くの関係機関と迅速かつ綿密に

協議を行いました。その結果、高い水準での工程管理と安全管理

を的確に実施し、事故や苦情はなく、交通への影響も最小限に抑

えることができました。 

工事写真（施工状況・完成等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（主たる部分の施工状況写真） （完成写真①） 

  

（完成写真②） （完成写真③） 
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（22）公共下水道高田二丁目地内（雨汚水）単独７－１工事 

担 当 課 下水道河川部 下水道河川建設課 

工 事 の 名 称 公共下水道高田二丁目地内（雨汚水）単独 7-1 工事 
工 事 の 場 所 茅ヶ崎市高田二丁目地内 

受 注 者 

(商号又は名称 ) 磐梯建設株式会社 

( 代 表 者 名 ) 代表取締役 榎本 稔𡧃 

( 現 場 代 理 人 ) 
櫻庭 一幸 

(主任・監理技術者) 

請負金額 (最終 ) 75,497,400 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最 終 ) 令和７年５月２９日 から 令和７年１２月１２日 

工  事  概  要 

本工事は、高田二丁目地内の浸水軽減を目的として、既設の雨水

管を撤去し、新たに雨水管（内径 900 ㎜）を 9.0m 新設するもので

す。また、今後の雨水管整備に伴い、汚水取付管が支障となること

から新たに汚水管（内径 200mm）を 103.0m 新設するものです。 

推 薦 理 由 
■優れた現場管理・施工技術、

適正な工程管理で、優れた出

来栄え 

■著しく困難な条件を克服 

□企業の創意工夫等により大

幅な工期短縮し、地域貢献 

□新技術等の活用、省力化等の

創意工夫に努め、能率向上に

成果 

□技術提案、環境保全、地域貢

献及びイメージアップ等で

模範として成果 

本工事は、近隣に幼稚園のある住宅街での工事であったため、騒

音の抑制や幼稚園への配慮が求められました。 

管路の新設にあたっては、工事箇所の地下水位が高いことから、

水位を低下させた状態を維持するため、工事期間中は２４時間ポ

ンプを稼働させる必要があり、運転音に対して苦情が発生しやす

い状況でした。これに対し、高機能・低騒音のポンプの導入に加

え、ポンプを設置した小屋に防音対策を講じるなど騒音対策を重

点的に実施し、近隣住民の生活環境の保全に努めました。 

また、工事により幼稚園の来園者に迂回をお願いする際は、園の

担当者と綿密に調整し、幼稚園敷地から既設水路を活用した仮設

通路を整備して迂回距離を短くする工夫を行い、来園者の負担軽

減を図りました。 

さらに、幼稚園の行事時には、施工時間の調整や工事の休止を行

い、園の活動に配慮したうえで適切に工程管理を実施し、予定通

りに工事を完成させました。 

 

工事写真（施工状況・完成等） 

  
（主たる部分の施工状況写真） 

【φ900mm 強化プラスチック複合管】 

 

（高機能・低騒音のポンプを導入） 
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（23）小和田小学校外２校屋内運動場他空調設備設置（電気設備）工事 

担 当 課 教育総務部 教育施設課 

工 事 の 名 称 小和田小学校外２校屋内運動場他空調設備設置（電気設備）工事 
工 事 の 場 所 茅ヶ崎市小和田三丁目１０番１号外２箇所 

受 注 者 

(商号又は名称 ) 武藤・ 茅ケ崎東光特定建設工事共同企業体 

( 代 表 者 名 ) 代表者 株式会社武藤電気商会 代表取締役 武藤正典 

( 現 場 代 理 人 ) 武藤 充貴 

(主任・監理技術者) 武藤 充貴（監理） 石塚 利夫（主任） 

請負金額 (最終 ) 248,600,000 円(消費税等を含む額) 

工   期 (最 終 ) 令和７年６月２６日 から 令和８年３月６日 

工  事  概  要 

熱中症を予防し学びやすい環境を整えるとともに、災害時にお

ける避難所機能の強化を目的に、屋内運動場や特別教室のエアコ

ンへの電源及び非常用発電機を設置する工事を行ったものです。 

推 薦 理 由 
■優れた現場管理・施工技術、

適正な工程管理で、優れた出

来栄え 

□著しく困難な条件を克服 

□企業の創意工夫等により大

幅な工期短縮し、地域貢献 

□新技術等の活用、省力化等の

創意工夫に努め、能率向上に

成果 

□技術提案、環境保全、地域貢

献及びイメージアップ等で

模範として成果 

本工事は、小学校３校を対象として実施したものであり、施設の

性格上、児童の安全確保に特に配慮、注意した施工を要求される

現場でした。学校側と綿密に調整を行うことで、児童や学校運営

に影響を及ぼすことなく、工事を完成させました。 

特に円蔵小学校では、別工事で校舎の大規模改修が行われてお

り、受変電設備の改修等に伴う各種調整が必要でしたが、関係者

との積極的な協議の結果、問題なく工事を完了することができま

した。 

工事写真（施工状況・完成等） 

  

（主たる部分の施工状況写真） （完成写真） 

  

（既設キュービクル改修状況写真） （ケーブル通線状況写真） 
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４ 若手技術者・女性技術者工事表彰概要 
【若手技術者部門】 

（工事名）茅ヶ崎ツインウェイヴ地下道屋根改修工事 

（受注者名）浅岡建設株式会社 

（受賞者）成澤 叶夢 

 

（受注者名）浅岡建設株式会社 

（受賞者）鈴木 勇気 

（工事名） 

公共下水道浜竹三丁目地内

（雨水）通常７－６工事 

 

 

（工事名） 

松尾川雨水幹線（Ｊ街区）緑

道化工事 

 

（工事名）香川小学校給食調理場大規模改修（機械設備）

工事 

（受注者名）株式会社進和 

（受賞者）生井 亮 

 

（工事名）鶴嶺小学校外３校屋内運動場他空調設備設置 

(電気設備)工事 

（受注者名）ヤンテック・神奈川電設特定建設工事共同企業体 

（受賞者）松戸 辰矢（ヤンテック株式会社） 
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【女性技術者部門】 

（工事名）令和７年度市道舗装改築更新第２次工事 

（受注者名）株式会社五常建設 

（受賞者）紺野 麻衣 

 

（工事名）鶴嶺小学校北棟屋上防水改修工事 

（受注者名）湘南渡邊株式会社 

（受賞者）上杉 あずさ 

 
 
 

（工事名）公共下水道浜須賀地内外管路耐震工事 

（受注者名）有限会社上原工務店 

（受賞者）上原 蓮美 
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５ 優良建設工事選考会議名簿 
 
 
 

役職名 職名 氏名 

会長 副市長 塩崎 威 

委員 副市長 岸  宏司 

委員 理事兼経営総務部長 青柳 道文 

委員 経済部長 関  健次 

委員 都市部長 深瀬 純一 

委員 建設部長 鈴木 嘉朋 

委員 下水道河川部長 高田 正浩 

委員 教育総務部長 中原 健一郎 
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６ 優良建設工事の概要 

 
茅ヶ崎市では、平成２５年度から、前年度に発注した工事のうち、他の

工事の模範となる優秀な工事を対象に「優良建設工事」として表彰してい

ます。 

 
〇優れた技術管理、施工技術、適正な工程管理で、出来栄えが優れているもの 

〇著しく困難な条件を克服し、完成したもの 

〇企業の創意工夫等により、工期短縮がされ、地域貢献をしたもの 

〇新技術等の活用、省力化等の創意工夫に努め、能率向上の成果をあげたもの 

〇技術提案、環境保全、地域貢献及びイメージアップ等で模範となるもの 等 

 

 

 

これまでの優良建設工事件数と最優秀建設工事 

 

年度 優良建設工事件数と内訳 最優秀建設工事（受注者） 

R７年度 
１６件 

（建築７件、土木９件） 
総合体育館空調設備設置（建築）工事 

（亀井工業(株)） 

R６年度 
１０件 

（建築４件、土木 ６件） 

市道０１２１号線（鉄砲道）電線類地中化工事 

（亀井工業(株)） 

R５年度 
１０件 

（建築３件、土木 ７件） 
浜園橋橋りょう整備工事（下部工） 

（亀井工業・湘南いざわ特定建設工事共同企業体） 

R４年度 
１２件 

（建築６件、土木 ６件） 

（仮称）茅ヶ崎市歴史文化交流館（博物館）建設（建築）工事

（亀井工業・大勝建設特定建設工事共同企業体） 

R３年度 
１３件 

（建築７件、土木 ６件） 

茅ヶ崎市役所旧本庁舎跡地整備（建築）工事 

（亀井工業(株)） 

R２年度 
１１件 

（建築４件、土木 ７件） 
公共下水道矢畑地内（雨水）単独１－１工事 

（磐梯建設(株)） 

R 元年度 
２２件 

（建築９件 土木１３件） 
中央公園管理棟建替（建築）工事 

（浅岡建設(株)） 

H30 年度 
１１件 

（建築４件、土木 ７件） 

松尾川雨水幹線（浜川原橋）水路改修工事 

（浅岡建設(株)） 

H29 年度 
１２件 

（建築６件、土木 ６件） 

公共下水道松浪一丁目地内外（雨水）通常２７－１工事 

（浅岡・大西特定建設工事共同企業体） 

H28 年度 
１２件 

（建築７件、土木 ５件） 

茅ヶ崎市役所新庁舎建設工事 

（戸田建設・亀井工業特定建設工事共同企業体） 

H27 年度 
１０件 

（建築３件、土木 7 件） 
該当工事なし 

H26 年度 
１２件 

（建築４件、土木 ８件） 

合流式下水道緊急改善（第二工区）土木工事 

（大和小田急・相鉄・浅岡特定建設工事共同企業体） 

H25 年度 
１４件 

（建築６件、土木 ８件） 
該当工事なし 



 
 

 
 

 

 

 

 


